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13次防期間中に532人のフォークリフトを起因とする休業災害（休業４日以上）
が発生しました。特に、作業経験が短い労働者が増加傾向です。
また、フォークリフトは荷役作業に欠かせない便利な機械ですが、フォークリフ

トの使用について正しく理解せず、身勝手な使い方を行わせた結果、死亡・重篤な
災害が発生しています。
そこで、職場においては法令を順守し、フォークリフトを正しく安全に使用して

いただくようチェック項目の確認をお願いします。

チェック項目 ☑

① 作業内容、場所、運行経路及び作業方法について適切な作業計画を策定している。 □

②
作業計画を元にフォークリフトの運行方法、安全通路の確保、立入り禁止区域、誘導などの連絡
調整を密に行っている。

□

③ フォークリフト作業の危険性について安全教育を行い、理解させている。 □

④ フォークリフトの運転は、必ず資格者が行っている。 □

⑤ フォークリフトの作業場所への労働者の立入りを禁止している（又は誘導者を配置している）。 □

⑥
フォークリフトは定められた用途以外の作業に使用することを禁止している。
➢ パレットに人を乗せ、フォークリフトで昇降させない。
➢ フォークに荷物を吊り下げて運搬しない。

□

⑦ 作業日ごとに作業開始前の点検を実施している。 □

⑧ 定期（特定）自主検査（１年ごと・１か月ごと）を実施している。記録は３年間保存している。 □

⑨
運転位置から離れるときはフォークを最低降下位置に置き、エンジンを止め、「エンジンキー」
を抜き、ブレーキを確実にかけている。

□



フォークリフト災害を防止するため、

➢ 事業者・管理監督者は、労働者任せにしない。

➢ 労働者は、社内のルールを守る。

作業計画を基に 凡事徹底、安全作業！

作業計画様式例 等

作業計画様式例
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